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寛
永
以
来
鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
、
長
崎
に
お
い
て
外
国
問
題
を
処理して来た我が国は、元文・寛政・文化年間以来の露
国の南下（１）とヨーロッ。〈勢力の東進（２）の前に沿岸警
備の必要性を生じた。並に文化四・五年の房相台場取立
箇所の見分となり、（３）江戸湾防備に着手した。
外国船に対する江戸湾防備の最初の任は、寛政年間、
その必要性を唱え、且つ積極的であった白河藩主松平定
信（４）に加え、会津藩主松平金之助に命じた。両蒋に妓
初の任が命ぜられた経緯の究明も必要であるが、最初の
防備担当落として、以後の防備担当藩に及ぼす影響も極
めて大なるものがあったと思考する。並に会津藩の相州
における江戸湾防備について、その施設・人員、駐留者
の要務、駐留者の生計、領分の移動などについて探って
化政期における会津藩の江戸湾防備（高橋）
は
じ
め
に
化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備一、相州の施設・人員等
文
化
七
年
二
月
、
幕
府
は
、
会
津
藩
主
松
平
金
之
助
名
代
保
科
能
登
守
に
対
し
、
外
国
船
来
航
に
備
え
、
相
州
浦
賀
海
辺
に
台
場
を築き、防備に当るよう命じた。（５）同時に、右の防備
に
都
合
の
よ
い
場
所
に
お
い
て
領
分
の
引
替
の
あ
る
旨
の
仰
左
下
した。（６）幕府は、文化七年四月、吟味役篠山十兵、御
勘
定
守
屋
権
之
丞
、
御
勘
定
吟
味
方
改
役
並
飯
田
庫
三
郎
の
三
名
に
対
し
、
各
々
金
三
枚
、
二
枚
、
十
五
枚
を
渡
し
、
浦
賀
並
び
に
安房・上総（７）への出張を命じた。一一一名は、同年六月一
日帰府した。（８）この時の要件に就いては明かでないが、
出
張
者
の
職
名
よ
り
推
考
す
る
と
、
防
備
に
伴
う
領
地
替
に
関
係
があ
ったも
の
と考え
ら
れる。
命を受けた会津藩は、文化八年（９）より相州の三崎北
ふたい。
高
橋
令
治
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条山、浦賀平板山、観音崎（型に陣屋を築いて駐留者を
配
し
、
同
時
に
浦
賀
平
根
山
、
観
音
崎
、
城
ヶ
鴫
の
安
房
崎
に
台
場を築き、Ⅱ）防備に着いた。各所の施設は、大体次の通
りである。観音崎には、山上に船見番所を設け、大筒五
挺
を
備
え
、
傍
に
八
千
百
十
坪
余
の
陣
屋
を
建
て
た
。
浦
賀
平
根
山
に
は
八
山
頂
に
船
見
番
所
を
設
け
、
大
筒
六
挺
を
備
え
、
陣
屋
と
焔
硝
蔵
を
築
い
た
。
安
房
崎
の
台
場
に
は
、
大
筒
を
備
え
、
遠
見
番
所
を
置
い
た
（
型
が
、
そ
の
装
備
さ
れ
た
内
容
は
明
確
で
な
い。文政三年十一一月、会津蕪が相州の防備を解任され、
翌年五月、筑紫佐渡守が安房崎台場を引取り、同年八月、
平
根
山
と
観
音
崎
へ
配
置
替
の
た
め
士
崎
覚
十
郎
が
廻
漕
し
て
き
た
。
そ
の
時
の
大
筒
が
三
門
、
狼
烟
が
一
門
で
あ
っ
た
。
（
田
）
会
津
藩
は
解
任
と
同
時
に
装
備
の
一
切
を
幕
府
に
引
継
（
ど
い
た
か
ら
、
安
房
崎
の
装
備
は
、
先
に
記
し
た
都
合
四
門
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
右
に
述
べ
た
三
ケ
所
の
大
筒
の
門
数
に
つ
い
て
、
川
越藩の記録（嘔）は異なっている。川越藩は、文政三年十
二月、会津藩の解任後、相州防備の分担を命ぜられた。
翌年正月十三日、川越藩は、亀岡隼太、布沢伝之助の両
忍を相州に派遣し、会津藩の防備を探らせた。右両忍の
報告が、正月二十九日の条に一記されているが、それによ
ると、各台場には大筒三挺ずつが装備されていた。（超）
幕府は、会津藩の防備を解任すると同時に、砲台・大筒
法
政
史
学
第
一
五
号
を
そ
の
ま
ま
残
す
故
を
以
っ
て
会
津
藩
に
対
し
て
金
一
万
両
を
賜
っている。（Ⅳ）従って防備解任と同時に装備を国元へ移
動
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た
か
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
安
房
崎
台
場
に
つ
い
て
は
、
文
政
四
年
、
士
崎
覚
十
郎
が
廻
漕
し
た
時
の
大
筒
が
三
門
で
あ
り
、
川
越
藩
の
忍
の
報
告
と
一
致
す
る
。
故
に
既
に述べた処の門数の相違は、文化八年より文政三年の間
に
装
備
を
逐
次
縮
少
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
右に述べた各地に、何人の士卒が駐留して防備に従事
し
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
変
動
に
つ
い
て
は
会
津
藤
当
局
の
史
料
を見ることができなかった。川越藩の一記録（翌によって、
ほ
ぼ
そ
の
人
員
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
観
音
崎
陣
屋
の
人
員
は
隊長以下甲士まで役々の者が四十人、足軽百六十人余が
正規の人員であったようである。しかし文政三年の解任
のころは、隊長二人、物頭二人、申士十人余、郡奉行一
人、代官一人、目付、軍士、船奉行、足軽六十人余、そ
のほかに医師、諸職人、小者、厩付、牢番等の者を以っ
て任務に当っていた。憲数が四百幹余あるが、文政四年
正月当時は半数が空家であった。遠隔の地、東北より相
州に赴いて防備にあたったのであるから、おそらく家族
を同伴⑲）して来ていたか、あるいは同伴しないまでも
各人ごとに部屋を持っていたと考えられる。すると竈数
は即ち世帯数と考えられる。｜竈数に対して最低一人の
四
一オー
ノ、
Hosei University Repository
二、相州駐留者の要務と領民の生活
駐留者の日常の業務の第一は、先に述ぺた各台場への
交
代
勤
務
で
あ
る
。
即
ち
各
々
の
場
所
へ
甲
士
三
人
、
足
軽
四
・
五
人
、
小
者
等
ａ
）
が
出
張
し
、
防
備
し
た
。
非
常
事
態
に
備
え
て
の
戦
闘
訓
練
も
又
重
要
で
あ
っ
た
。
船
打
ち
の
訓
練
は
、
三
月
よ
り
九
月
の
間
、
（
空
毎
月
定
例
に
実
施
し
た
。
観
音
崎
駐
留
者
は毎月十五日を訓練日とし、砲術は猿島を目標としてお
こなった。三崎駐留者は、毎月二十日を訓練日とし、城
ケ島より宮川村の堂ケ鴫を目標としておこなった。（空右
に述べた船打ちのほか、駐留者の士気昂揚をはかるため、
武装して行進の訓練、弓、鉄砲、馬術の訓練ａ）をおこ
な
っ
た
。
こ
れ
等
は
、
外
国
船
防
備
を
目
的
と
す
る
駐
留
者
に
と
化政期における会津藩の江戸湾防備（高橋）
勤番者がいたと考えられる。従って観音崎に駐留してい
た
人
員
は
、
通
常
の
場
合
は
隊
長
以
下
甲
士
ま
で
役
々
の
者
と
足
軽で二百人余、そのほか各種の係の者を含め、総数四百
人余であったろう。平根山へは観音崎より通勤していた。
三崎陣屋には、隊長一名、物頭一名、甲士五・六名、足
軽三十人余が駐留していた。（別）観音崎陣屋の場合と同
様
、
解
任
の
頃
は
残
務
の
た
め
に
残
っ
て
い
る
人
員
と
考
え
ら
れ
るから、通常は右に記した数を越える人員を以って防備
に
従
事
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
って不可欠事であったと考えられる。
会
津
藩
は
、
防
備
の
た
め
に
、
相
州
に
領
地
を
得
た
。
そ
こ
を
根
拠
地
と
し
て
の
防
備
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
相
州
領
分
の
支
配
も
同時に駐留者の任務であった。支配事務は観音崎陣屋に
おいておこなわれた。支配の主な内容は、第一に外国船来
航
の
非
常
事
態
を
想
定
し
、
防
備
が
円
滑
に
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
の支配である。外国船の防備は必然的に海上になる。海上
に
於
け
る
防
備
で
あ
る
か
ら
船
舶
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
会
津
藩
は
、
防
備
に
必
要
な
船
舶
の
一
切
を
相
州
領
民
の
所
有
に
依
存しなければならなかった。又その船舶に要する水主孟）
も領民に依存しなければならない。他方陸上においても。
非
常
の
際
は
武
器
・
弾
薬
・
兵
綴
等
、
物
資
の
輸
送
が
増
す
。
従
っ
て
、
浦
方
の
領
民
の
徴
収
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
在
方
村
☆
の
領
民
の
労
働
力
も
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
会
津
藩
に
於いては、相州領の十五才より六十才迄の者を全員徴収
し、分）使用することとしていた。非常の際に、右に述
ぺた船舶・水主・人夫が集まらないことは防備に大なる
支障となる。従ってその支障を未然に防止するためには、
領民の掌握に意を注がねばならなかった。史料（皿）にふ
え
る
、
水
主
の
一
部
に
帯
刀
御
免
の
特
権
を
与
え
た
こ
と
は
、
領
民の上層部を支配者側に吸合することにより、領民を刺
戟
す
る
こ
と
な
く
掌
握
せ
ん
と
し
た
あ
ら
わ
れ
と
思
考
す
る
。
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会津藩がＰ文政三年十一一月、相州の防備を解任される
ま
で
の
間
、
文
化
十
四
年
、
文
政
元
年
の
再
度
に
わ
た
っ
て
英
国
船
が
入
津
し
た
。
此
の
際
相
州
に
お
い
て
如
何
な
る
防
備
を
お
こ
な
い
、
そ
の
た
め
に
相
州
領
民
を
ど
の
様
に
し
て
、
如
何
程
の
人
夫。水主・船舶を徴収し、いか程の手当を支給したかは
不明である。史料（肥）によれば、徴収のあった場合に限
り
、
某
の
手
当
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
会
津
藩
の
後
任
と
し
て
、
相
州
に
於
い
て
防
備
を
お
こ
な
っ
た
川
越
藩
は
、
文
政
五
年
五
月
、
英
国
船
サ
ラ
セ
ン
号
の
防
備
に
際
し
、
多
数
の
水
主
・
船
舶
を
徴
収
し
て
使
用
し
た
。
し
か
し
そ
の
時
に
水
主
・
船
舶
に
対
し
て
与
え
た
手
当
は
著
し
く
僅
少
壷
）
で
あ
っ
た
。
他
藩
の
例
を
以
っ
て
推
論
す
る
こ
と
は
危
険
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
会
津
藩
の
場
合
も
川
越
藩
に
類
し
て
い
た
と
思
考
す
る
。
領
分
よ
り
の
年
貢
の
徴
収
も
駐
留
者
の
任
務
で
あ
っ
た
。
川
越
藩の忍の者の報告（空によると、枡の計量方法が非常に
特
殊
で
あ
る
。
年
貢
米
を
枡
に
入
れ
、
斗
か
き
を
以
っ
て
枡
を
三
回
打
ち
、
米
の
沈
下
し
た
量
を
追
加
し
て
徴
収
し
た
。
米
質
の
吟
味も厳格で、籾摺の不良な年貢米は、その米主と村役人
を
郷
方
役
人
の
前
に
呼
び
出
し
、
摺
直
し
を
命
じ
た
。
年
貢
米
の
つくり方については、「天人組帳前書」（型などに「…
入念あらおれ、小米、青米、死米、塵芥杯無之様栫立可申侯
……。」などと、詳細に一記してあるから、籾摺の不良な年
法
政
史
学
第
一
五
号
貢米の摺直しは特に珍しいとは思われない。しかし斗が
ぎを以って三度打つが如き枡の計量法は、珍しいと言う
ほかあるまい。右の計量法に順じ、千葉県安房郡長狭町
において永年農業を経営する筆者父高橋小一に計量を依
頼
し
た
。
八
十
匁
の
斗
が
ぎ
に
代
え
、
八
十
匁
の
打
棒
に
て
斗
枡
を梢々強く打った時、新に入る積が二合強となった。従っ
て会津藩治下の相州の農民は、｜俵につき特殊な計量法
の
た
め
八
合
近
い
負
担
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
右の年貢米の徴収方法が事実であったとするならば、
会
津
蕪
の
徴
収
方
法
の
特
異
性
か
、
叉
は
防
備
上
の
領
地
な
る
が
故
の
特
殊
な
扱
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
使
用
し
た
史
料
が
、
川
越
藩
の
記
録
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
会
津
藩
に
対
し
、
川
越
藩
が
何
等
か
の
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
か
。
あ
る
い
は
相
州
に
お
い
て
対
岸
房
総
に
於
け
る
白
川
蕪の善政（皿）が風聞されることを考えると、相州領民が
会
津
蕪
の
支
配
を
嫌
い
、
故
意
に
誇
張
し
て
語
る
と
こ
ろ
を
そ
の
まま川越藩の忍の者が報告していないかなどである。従
って先に述べた会津藤の徴収方法が総であると断定はで
き
な
い
が
、
無
根
で
毛
な
か
っ
た
ろ
う
。
厳しい徴収によって、相州において、如何程の年貢の
徴収ができたかと言うと、米一万七・八千俵、小物成。
浜運上等が金一一一千両（聖といわれる。米一万七・八千俵
一四八
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が事実か否かを逆算すると、一万八千俵と仮定し、四斗
二升入り（羽）とすると、七五六○石になる。相州領は一一一
万
石
余
（
翌
の
領
地
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
五
公
五
民
、
五
合
摺
と
す
る
と
、
七
五
○
○
石
と
な
り
、
相
州
領
で
の
徴
収
高
と
大
体
近
い。従って、会津藩は、相州において、一万七八千俵の
年貢を取立てていたと解してよいだろう。取立てた年貢
米は、相州に貯蔵し、軍用米・駐留者の扶持米（理に使
用した。
公事出入の処理も駐留者の任務であった。会津藩の刑
は
厳
し
か
っ
た
。
会
津
蕪
の
相
州
領
は
、
元
来
川
越
藩
が
有
し
て
い
た
。
そ
の
領
有
す
る
数
十
年
の
間
に
死
刑
が
二
回
程
あ
っ
た
の
に対し、会津藩は十年余に二十余人に対して死刑を執行
した。追放刑に対しては、馴刑を加えた。（蓮
江
戸
時
代
は
、
幕
府
法
度
に
従
い
、
各
藩
に
対
し
自
分
仕
置
が
認められていた。弱）幕府は、死刑・追放・入墨などの
刑を執行した。従って、会津藩においてもそれ等が執行
されることは当然である。しかし化政期に、なお則刑が
執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
一
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
自
分
仕
置
が
認められていたとは言え、それは幕府法度に順ずること
によってであった。幕府は、享保五年以後、刑・剛・手
指切断の刑に代え、入墨刑を執行することとした。（理従
っ
て
、
化
政
期
に
は
、
既
に
諸
藩
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
た
と
考
え
化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備
（
高
橋
）
三
、
相
川
駐
留
者
の
生
計
相州駐留者は、相州において禄米を得、生計をたてて
いた。禄米は、四期に分割して支給された。出費の頑む
暮の支給は、十両につき六十俵替の相場、）で与えられ
ていた。会津藩が防備についた文化七年より文政三年の
間の幕の御張紙値段の平均は、一一一十三両強へ蛇）であるか
ら、十両につき三十一俵程の相場となる。従って、会津
藩の相州駐留者は、幕府旗本等の半額の換算率を以って
換金支給されていた。相州駐留者の生計は苦しかったと
一
四
九
られる。しかるに会津藩がなお剛刑をおこなっていたこ
とは、会津藩の保守性の表れか、叉は相州領民に対する
特殊な
扱
いであ
っ
たろう
。
入墨の刑は、主に盗犯に科せられた（聖といわれてい
る。入墨刑は則刑に代った刑であるから、則刑も盗犯に
科せられたものであったと考えられる。もしこの解釈が
許されるなら、会津藩治下の相州においては、「……追
放等（年々数多御座候由、入墨之場、鼻をそき追放：．。」
、とあるから、盗犯が年☆増加の傾向にあったとも考
えられる。領民がこの様な傾向にあったことは、その原
因が彼等の生活の貧困、即ち既に述べた苛酷な租税徴収
にあったと言って屯過一一一一口でないだろう。
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考えられる。さらに文政三年十月よりは、宛行扶持とな
り、困窮状態は著しく、防備以外の陣屋に於ける執務は
滞り勝であった。文政四年正月には、陣屋に於いて上下
も着用しない状態（色であった。
駐留者のこのような生活の窮乏は、領民に影響を与え
ずにはおかなかった。駐留者は、領民より日用品を買掛
けていたのであるが、収入の減少のために、その支払が
困
難
（
“
で
あ
っ
た
。
文政三年十月に至り、何故に宛行扶持とたったであろ
う
か
。
二
因
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
、
藩
自
体
の
財
政
の
動
揺である。その一一は、文政一一一年十二月一一十八日の防備解
任の見通しが、既に十月に藩当局に立ち、そのために宛
行扶持としたかもしれない。その連鎖反応として、防備
の承勤め、間接要務である領地支配など放置し、陣屋内
の
綱
紀
も
素
乱
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
賀
掛
け
の未払や遅延は、解任と関係はない。少なくとも格式・
身
分
の
尊
重
さ
れ
る
武
士
社
会
で
あ
る
か
ら
、
藩
自
体
に
経
済
力
が
あ
る
な
ら
ば
、
解
任
と
な
っ
た
文
政
四
年
正
月
な
ど
に
、
敢
え
て
汚
点
を
残
す
が
如
き
困
窮
生
活
を
相
州
駐
留
者
に
さ
せ
な
い
は
ずである。弦に同時に防備の命を受け、対岸房総に於い
て防備の任にある白河藩に先だって解任を出願届）した
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
四、防備に伴う領分の移動
既に寸言した様に、会津藩は、相州を領有し、そこを
基地として江戸湾頭において防備を担当した。石高は都
合三万石余（“）であったが、その村名は明かになし得な
か
っ
た
。
し
か
し
、
会
津
蕪
が
今
回
得
た
相
州
領
の
中
、
約
一
万
五千石は、それ以前川越藩の領有であった。（包川越藩は
兼々領地の点在に苫しゑ、幕府に対し武州内において領
地を得たい旨を願っていた。松平大和守斉典の時の文政
四年正月二十七日の記録（蛆）に、養父の時、相州領を上知
し
、
川
越
城
下
に
於
い
て
代
知
を
得
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
斉
典の養父は、松平大和守直温であり、文化七年より同十三
年迄の藩主であった。従って、川越藩の相州上知が、文化
七年よりの会津藩の相州防備に伴っておこなわれたこと
になる。その結果、川越藩は年来の希望を達することがで
き
た
。
他
方
会
津
蕪
は
、
新
に
三
万
石
余
の
新
領
地
を
相
州
に
お
いて領有したのであるから、封内に於いて三万石余の領
地を上知してしかるべきである。しかし会津藩は、陸奥
国河沼郡、越後国蒲原郡に於いて三万石余を上知し、同
時に預地に変更されたにすぎなかった。従って防備解任
の時は、直に相州の三万石余を返納し、預地となってい
る河沼・蒲原両郡を旧来の如く領有できる可能性を持つ
一五○
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た
こ
と
に
な
る
。
会
津
藩
に
と
っ
て
は
、
相
州
の
新
領
分
は
防
備
の都合上のものであり、何等の愛着も有しない土地であ
る。蚊に前述した如き苛政屯敢て辞さなかった一因が存
在するのではないか。
文政三年十一一月一一十八日、内願が聞き届けられ、防備
解任となった。（卯）幕府は功を賞し、時服三十領を賜り、
ａ
）
砲
台
・
大
筒
等
を
そ
の
ま
ま
残
す
故
を
以
っ
て
金
一
万
両
宛
）
を
賜
っ
た
。
同
時
に
防
備
の
必
要
上
か
ら
会
津
藩
が
有
し
て
いた相州三万石余は上知し、預地となっていた河沼・蒲
原一一郡左旧に復して領有した。（堅
文政三年十一一月以後、相州は松平大和守、大久保加賀
守、浦賀奉行にて分担防備盆）することになった。松平
大和守は『会津藩同様相州において新に領地一万五千百
石を得、命）防備に従事した。上知は武州内に於いてな
された。藩当局・領民の嘆願品）にもかかわらず、終に
預地にはならなかった。（ご会津藩と同時に、房総に於
いて防備についた白河藩、及び弘化四年相州に於いて防
備についた彦根藩に対しては、上知分が旧領主の預地（窪
預地について、渡辺清助氏は、会津藩の化政期の防備
の場合もとりあげて論じている。弱）氏の論は、次の五
点
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
日
、
海
防
に
よ
る
藩
の
負
担
を
補
う
た
め
化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備
（
高
橋
）
となった。
に、割替の方法をとらず、加増の形式とし、加増による
家格問題の生起が幕藩体制に由☆しき問題を提起するこ
とを防止する。。、海防による負担は、｜時的性格のも
のであるから、所領の割替の手間を省く。。、上知を預
地として旧来通り支配し、支配者の交替による支配内容
の変化からおこる被支配者の不安防止。口、幕・藩領の
支配の相違を防ぎ、幕領との係争問題をスムースに解決
し、藩の地方支配の強化の維持。田、藩の支配領域が旧
来
通
り
維
持
で
き
る
特
典
、
即
ち
支
配
領
域
の
拡
大
を
意
味
す
る。㈲・口・国の氏の考えについては賛成できるが、前）日
．。の氏の考えについては必ずしも賛成できない。（ｇ
既に述べた如く、会津藩の後任を承った川越藩に対して
は、三家分担と防備地への遠近差の条件を除けば、相州
に於ける海防という全く同一条件にありながら、終に預
地
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
海
防
に
纒
る
預
地
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
氏の日○の考え方のほかに、藩と幕府の間の微妙な関係
に
よ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
結
び
会
津
藩
の
相
州
に
於
け
る
江
戸
湾
防
備
に
つ
い
て
探
っ
て
き
た
が、並に拙稿の結びにいたった。一五一
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装
備
・
人
員
に
つ
い
て
は
、
絶
ず
変
動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。その原因は、駐留者の生計の逼迫が蕪財政の不健全
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
た
如
く
、
装
備
・
人
員
の
縮
小
も
ま
た
同
じ
原
因
に
よ
っ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
防
備
施
設
の
設
置場所である平根山・観音崎・城ヶ鴫は、以後江戸湾防
備
の
拠
点
と
し
て
幕
末
、
否
、
第
二
次
大
戦
終
末
ま
で
重
要
な
地
点であった。寛政以来の幕吏の巡検によるところも多い
で
あ
ろ
う
が
、
初
期
の
防
備
担
当
落
と
し
て
、
そ
の
地
点
の
選
定
を
誤
ら
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
防備に際し、新に得た相州三万石の支配は、既に述べ
た
通
り
苛
酷
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
苛
政
は
、
防
備
の
た
めに得た領地、即ち軍事基地であったがためと考える。
外国船防備と言う職務を大過なく遂行することが藩を安
泰
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
苛
徽
誹
求
の
傾
向
が
存
し
た
の
で
あ
ろ
う。従って、海防は、その基地となった領民の犠牲の上
に立っておこなわれたと言って屯過一一一一口ではなかろう。
駐
留
者
の
生
活
は
、
余
裕
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
一
般
に
幕
府
諸
藩
の
財
政
は
、
文
化
・
文
政
・
天
保
期
と
益
☆
逼
迫
し
た
と言われるが、駐留者が受ける扶持米、及び彼等の支払
の一端より察すれば、会津藩の財政も例にもれないと言
って屯過一一一一口ではなかろう。海防の生起した当初に、この
様な状態であったことは、以後の海防が諸藩の財政に対
し害こそあれ益はなかったであろうと思考する。
防備に伴う領地替の際は、防備に必要な領地を与えら
れ
る
が
、
上
知
と
な
っ
た
土
地
が
旧
領
主
の
預
地
と
な
る
と
は
言
えない。最初の防備担当藩に与えられた預地の条件が、
総て踏襲されたとは言えない。
以
上
極
め
て
限
ら
れ
た
史
料
を
以
っ
て
拙
稿
を
結
ん
だ
。
会
津
藩
と
同
時
に
、
房
総
に
あ
っ
て
江
戸
湾
の
防
備
の
任
に
あ
た
っ
た
白
河
藩
に
つ
い
て
も
探
る
必
要
が
あ
る
が
、
後
日
の
機
会
に
譲
り
たい。
註（１）・通航一覧巻八、己・蜜・望。
・
増
訂
近
代
日
本
外
国
関
係
史
第
二
章
第
二
節
。
・
史
学
雑
誌
第
二
十
七
巻
六
号
所
収
河
野
常
吉
氏
「
安
永
以
前
松
前
藩
と露人との関係。」
・
日
本
海
防
史
料
叢
書
巻
五
、
Ｐ
世
。
・通航一覧巻七、勺・◎、。］Ｒｌ」段。
・日本海防史料叢書巻一一一、巳・］田所収「近時海国必読書巻六
西洋諸夷略表。」
（２）・歴史地理五十五の二所収中野礼四郎「ナポレオンの大陸
封鎖令に対抗せる英国政略の我国に及ぼせる影響。」
（３）・通航一覧巻八、？上］ｌｆｐ。
（４）・通航一覧巻七、己・金凹・金山・土、。
・海舟全集巻六、ご・状］ｌ〕二・
・日本海防史料叢書巻五、己，旨の。］田１局『。
一
五
一
一
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（５）（６）・通航一覧巻八、ロ・Ｂｍｌさの。
・海舟全集巻六、己・山塁。
（７）・通航一覧巻八、己．＄ｍｌさ①会津藩と同日で白河藩に対
し
て
も
房
総
防
備
の
命
が
下
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
（
８
）
・
右
同
ロ・】の、ｏ
（９）・会津松平家譜Ｐ」ゴには「文化七年七月砲轍を相模国
観
音
崎
及
び
三
崎
に
築
き
、
陣
営
を
作
る
」
と
あ
る
。
（、）・通航一覧巻八℃・台○には観音崎は文化九年の築造とあ
る。
（
、
）
・
右
同
ロ・岩ｏｌさ○・
（
、
）
・
右
同
．
ご・岩の１台］。
・
三
浦
古
尋
録
巻
五
。
・東京市史稿港湾編第二巻己・合①所収新編相模国風土記。
（、）・通航一覧巻八、ロざ＋・
（Ｈ）・東京市史稿港湾編第一巻Ｐ田《所収接蕃年表。
・
会
津
松
平
家
譜
▼
岳
］
・
（お）・川越藩の記録については、拙稿「川越藩の相州に於ける
江
戸
湾
防
備
」
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参
照
。
（妬）・文政四年正月二十九日、両忍の者の報告の条・
一、固之ヶ所、鴨居村地内観音崎、西浦賀平根並三崎、右三
ケ所者索絵図面差上申侯、いつ連も御台場大筒三挺と番人
甲
士
三
人
、
足
軽
四
・
五
人
、
小
者
等
代
り
番
相
勤
侯
由
、
最
初
ハ
海上江玉落見届候船差出し、月毎大筒打之処、只今一一而ハ
邇遁一一御座侯由。
化政期における会津藩の江戸湾防備（高橋）
（Ⅳ）。（狸）参照。
・外交志稿巻十、Ｐ旨、。
・日本海防史料叢書巻三、己．］Ｓ「近時海国必読書巻之六、
西洋諸夷略表。
（喝）・文政四年正月二十九日両忍の者の報告の条・
一、観音崎、平日人数之義、隊長始甲士迄、役戈四拾人程、
足軽百六拾人有之旨風説仕候得共、全者隊長平根を兼而両
人、物頭両人、甲士拾人程、郡奉行壱人、代官壱人、目付、
章士、船奉行等兼務多、足軽六拾人、外一一医師、諸職人、
小
者
、
厩
付
、
牢
番
等
迄
、
樋
数
四
百
幹
余
御
座
候
得
共
、
当
時
過
半
明
き
家
一
一
御
座
候
、
隊
長
林
又
吉
と
申
人
退
役
後
、
田
中
鉄
次
郎
と申人、観音崎・平根兼務一一御座候、足軽六拾人之外、差
配与力と申者御座候、是ハ足軽小頭躰一一相聞申侯、西浦賀
平根陣屋ハ観音崎が通ひ動之躰一一御座候。
（ね）・川越藩の記録によると文政四年四月十三日、加藤金之助
な
る
者
は
、
「
其
方
義
物
頭
被
仰
付
、
組
御
預
被
成
候
…
…
」
と
、
物
頭
と
し
て
相
州
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同
年
六
月
十
日
に
、
「
右
者役介女相州御小屋之義、間狭一一茂有之、家内模様無拠差
支之義も有之一一付、何卒獅之間、安元一家共之内江差残度
旨、御歎二被任候段…。：但無拠義と申ハ昇平義も年頃一一有
之、右女も年頃一一候処、問狭一一付而差支之趣也」とある。
・楽翁公避事関西評論社・明治四十一一一年五月発行□・ヨー巴
に
よ
れ
る
と
、
白
河
藩
に
於
い
て
も
妻
子
を
同
伴
さ
せ
て
、
房
総
に
派遣した。
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・遊房総記（房総叢書八巻、▽］含）には、著者小野正端が
「……抑四十七年前の文化八年には予甫めて七才。父母に
随ひて此の地に移り、同十年竹岡に移りしが……。」と見え
る。
（、）・文政四年正月二十九日、両忍の者の報告の茶。
一
、
三
崎
御
陣
屋
詰
、
隊
長
壱
人
、
物
頭
壱
人
、
甲
士
五
・
六
人
、
足
軽三拾人、外役戈兼務之由二御座候。
（、）。（妬）参照。
（型）・文政四年正月二十九日両忍の者の報告の条。
一、軍船之義ハ御手船五大力押送船少を御座候由、船之義ハ
浜村村方一一付、村方之船自由一一御遣ひ被成候由、船奉行横
山数馬と申候、水主之義者御船頭と唱候もの帯刀御免下、
船頭と唱候もの帯刀御免無之、いつ連も村方之もの江被
仰付、御用相勤侯節計御賄被下、平日者御扶持方等、不被下
候、右村方水主之もの共者、日頃魚漁渡世之者共一一而、海
上一一訓、江戸押送船之義ハ夏向一一も相成候得者、渡海片時
を争ひ、魚類之価高下有之義一一付、舟之進退艫鍼之自在を
得、御用一一可相立者共一一御座候、先達而異国船漂着之節、
水主共働宜由風聞仕候、鉄砲船打之義ハ、三月が九月迄、
隊長物頭夫を組引従ひ稽古御座候由、尤毎月一度シ、御座
候旨。
。（妬）参照
（ｍ）・三浦古尋録巻五。
（型）・文政四年正月二十九日両忍の者の報告の条。
｜、観音崎出張之役ミ大津浜原一一而、毎月壱度シ、、隊長
始役犬罷出、いつ連茂者んてん股引一一而、大小反に打差帯
し、軍立足並之稽古御座侯、且又御陣屋内一一而旗手・弓馬
・鎗釦・鉄鮒稽古御座侯。
（班×配）。（犯）参照。
（刀）・文政四年正月二十九日両忍の者の報告の条・
一
、
非
常
之
節
者
へ
観
音
崎
御
陣
屋
が
触
当
次
第
、
浜
方
之
村
者
人
足
船等差出し、御領中拾五才か六拾才迄、御陣屋江駆付相勤
侯様、常☆申付有之由。
一、三崎御陣屋、西浦之海付村方在方、右同断申付御座候由○
但、駆付人足御短舟賃被下候、賃銭多少ハ時一一応し候事。
（王）・法政史学第十二号己・玉１ｓ、前掲。
（”）・文政四年正月二十九日両忍の者の報告の条・
一、会津様郷村御取扱之義、第一御収納御取立方、斗升一一入
竹之斗がぎ二而かぎ落し、右之斗かぎ一一而升を三度敲キ、
米減り候得者足シ未申付、且又籾摺方不宜候得者、郷方役
前江米主村役人呼出シ、籾摺直と申付侯旨、俵数多分之節
者、妻子等迄も罷出、摺直候茂、下方一一而甚難渋一一存候趣
二御座候、先規無之大豆上納之義、村高等一一応し、御取立
有之義、下方気配不宜旨一一御座候。
（犯）・五人組帳の研究（野村兼太郎・有斐閣）所収、五人組帳
資
料
Ｐ
局
、
。
（別）・文政四年正月二十九日両忍の者の報告の条。
一、同ひ地、白川様御固場、安房汐上総之境ひやくしと云俗喝
申候、文字ニハ百首と認申候、安房洲の崎等御陣屋同所高
一五四
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ミニ御台場御座侯、いつ連も物頭、侍分、足軽都而三・四
拾人御座侯旨、一鉢御手配行届、下々気配宜、多分所之も
の江御扶持方等被下置、非常の節者被召遣候積一一被仰渡
有之候旨、都而御取扱会津様と運ひ、物毎大層一一無之、弁
理方一之工夫一一而、軍馬乗船之調練不怠、厳重之事一一御座
候由風聞仕候。
（羽）・文政四年正月二十九日両忍の者の報告の条・
一、御年貢御取立方、夏成六月、秋成九月、冬成十一月十日
皆済之旨御座候、会津様御領分、鎌倉郡三浦郡二而、米方
壱万七八千俵、金方畑方小物成浜運上とも三千両余二も可
有之哉と、此義事実ハ相分兼候得共、風聞之処御座候。
（刃）・日本経済叢書巻一、ロ・回田所収民間省要「……私領の年
貢未成は四斗入、四斗一一升にて紬来る有るといへど……。」
（汎）・会津松平家譜で．］ゴーごｍ・
（巧）・文政四年正月二十九日両忍の者の報告の条・
一、軍用米御手当之義ハ、御陣屋内御蔵一一御囲米御座候由。
（光）・文政四年正月二十九日両忍の者の報告の茶。
｜、一躰御法度烈敷、公事出入吟味方ハ観音崎御陣屋、郡奉
行石沢大治右衛門と申人掛一一而取調、早速一一相分り兼候事
ハ会津表汐公事方と申侯役を出張、役所茂別一一相立吟味御
座侯由、此方様御領分之節者、村方一躰穏一一而、数拾年之
内二死刑両度御座候由之処、会津様二相成拾ケ年余一一而死
刑
弐
拾
人
余
有
之
候
由
、
追
放
等
ハ
年
々
数
多
御
座
侯
由
、
入
墨
之
場、鼻をそぎ追放一一相成候由、太内々賄路之扱方一一而鼻之
化政期における会津藩の江戸湾防備（高橋）
そぎ方軽重御座侯由、重科のものハ、会津表一一而御仕置御
座侯由。
（刃）・日本行刑史、？＄滝川政次郎。
・法制史の研究、ご・Ｓゴー一一浦周行。
（犯）・法制史の研究、宮①巴同前。
（刃）・日本行刑史、▽＄滝川政次郎。
（知）。（光）参照。
（瓠）・文政四年正月二十九日両忍の者の報告の条・
一、観音崎、平根、三崎定在之面々、質素第一二而御座候由
一躰御家中多一一而、□作少ぎうへ、四ヶ一と申割合一一而、
百俵取ハ四度一一弐拾五俵も相渡し、幕弐拾五俵者定直段拾
両二付六拾俵替之相場二御座侯由一一而、暮之方難渋之処、
去腫十月か扶持方御宛行一一相成、御番所動之外ハ諸勤不致
当正月杯者三御陣屋一一而者上下茂着用不仕候由、町在買掛
払方等遅滞致、下念迷惑一一而気配不宜旨一一御座侯。
（狸）・近世地方史研究入門、己．］巴岩波全書。
（⑨）。（側）参照。
（饗）。（虹）参照。
（お）・楽翁公伝、己・山田所収花月日記。渋沢栄一。
（妬）・会津松平家譜、己．」ゴー］田。
（釘）・文政四年正月二十五日、水野出羽守、大久保加賀守並に御
勘
定
奉
行
遠
山
左
衛
門
尉
に
差
出
し
た
領
地
替
に
つ
い
て
の
内
願
書。私儀
浦
賀
最
寄
江
異
国
船
渡
来
之
節
者
、
浦
賀
奉
行
ｊ
申
越
次
第
一五五
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早
速
人
数
差
出
侯
様
可
仕
、
右
一
一
付
而
者
先
年
御
引
替
被
下
候
武
州
之
内
壱
万
五
千
百
石
之
処
、
相
州
之
内
一
一
而
村
替
被
仰
付
候
段
、
被
仰
渡
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上
者
、
願
ケ
間
敷
義
申
上
候
茂
、
甚
以
奉
恐
入
侯
得
共
、
一
躰
私
領
分
形
合
者
、
養
曽
祖
父
大
和
守
幼
年
之
訳
を
以
幡
州
姫
路
が
上
州
前
橋
江
取
替
被
仰
付
、
暫
在
城
仕
候
処
、
城
後
利
根
川
水
当
強
、
追
灸
欠
崩
、
酒
井
雅
楽
頭
在
城
之
卿
が
櫓
六
ケ
所
迄
取
壊
、
本
丸
之
居
宅
茂
三
ノ
曲
輪
江
作
事
仕
侯
様
相
成
候
得
共
、
弥
以
欠
崩
、
何
分
居
城
難
相
成
、
御
見
分
之
上
当
川
越
江
城
地
拝
領
被
仰
付
候
処
、
川
越
表
之
義
者
秋
元
但
馬
守
領
地
之
節
と
連
ひ、城付高少く御引渡一一付、家中扶助一一茂差
川
、
夫
役
茂
遣
足
り
不
申
一
一
付
、
無
拠
養
祖
父
大
和
守
奉
願
、
武
川
之内一一而御引替被成下侯、然ル所右御引替一一相成候村々ハ、
他
之
領
地
を
隔
、
三
・
四
里
、
八
・
九
里
、
或
十
四
。
五
里
之
適
法
を
相
離
、
飛
々
之
村
方
ゆ
へ
不
都
合
一
一
而
品
々
差
支
多
、
川
越
表
用
弁
不
宜
、
義
祖
父
大
和
守
兼
々
心
痛
罷
在
候
得
共
、
折
茂
無
御
座
黙
止
罷
在
候
義
一
一
御
座
侯
、
然
ル
所
先
年
養
父
大
和
守
代
、
相
州
領
分
上
知
被
仰
付
候
仙
、
前
を
申
上
候
通
之
形
合
故
、
相
州
領
分
御
引
替
之御沙汰一一茂至候者、相州領分不残差上川越城付向寄一一而
代
替
被
下
置
候
様
仕
度
之
段
内
願
申
上
、
相
州
領
分
不
残
上
知
被
仰付》川越城付向寄一一而代知被下置候一一付、追々都合宜相
成
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
所
此
度
浦
賀
最
寄
人
数
出
之
義
、
被
仰付候一一付而者、先年御引替被下候武州之内壱万五千百
石之処、相州之内一一而村替被仰付候趣御座候処、右城付最
寄一一而御引替被下候場処、養父大和守内願之上御引替被下
法
政
史
学
第
一
五
号
漸
城
用
都
合
茂
宜
相
成
候
処
、
右
村
灸
と
御
引
替
相
成
可
申
哉
と
心
痛仕候、左候得者、何共勝手儘之義申上候様一一而恐入侯義
二者御座候得共、城付之村々無員二召人数を以固候様一一と
之蒙御用等候節者、其夫役申触候一一茂城付之領分綴一一而、
他領を打越、又々領分付方有之、急一一申継等も何分間一一合
不申、此等之越ハ武備之一不足一一茂有之、夫而己ならす城
用差支候様次第一一成行侯得者、自と相当之高役茂内実相勤
兼候段一一至候而者、恐入候義一一付、何分格別之御評議を以
養
父
大
和
守
内
願
之
上
御
引
替
相
成
候
村
を
之
義
者
共
儘
被
御
居
置
前を申上候養祖父大和守代御引替相成候別紙村々之内一一而
相
州
之
御
引
替
被
仰
付
被
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
且
又
右
上
知
村
を之義、旧領之義一一御座候間、可相成候ハハ直預所一一被
仰付被下候得者、第一夫役遣ひ方出来仕、右躰外護之御用
蒙仰候規模茂相立、重交難有仕合奉存候、然ル上者、弥以
出精仕、村柄迄も取立候様可仕侯、此等之趣何分一一茂厚御
含被成下度、此殿御内を申上侯。
以
上正月
廿
三
日
御
名
別紙村犬は略す。
（佃）。（釘）参照。
（⑲）。（妬）参照。
（犯）・通航一覧巻八、Ｐ今ｓ・
（列）。会津松平家譜、ご・］四には一一一十両とある。
・川越藩の文政四年正月一一十九日の条に、会津藩が時服三十
一
五
六
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両を拝領したことが承える。
・通航一覧巻八、ロ・ざぃには二十両と歌える。
（兜）・会津松平家譜。
（男）。（翅）参照
（列）・川越藩記録文政三年十一一月一一十八日の条。
浦賀最寄江異国船渡来之節者、浦賀奉行汐申越次第早速人
数被差出候様可被致、尤大久保加賀守江茂同様相達候。
一、右一一付而者、先年引替被下候武州之内壱万五千百石之処、
相州之内一一而村替被仰付候、委細之義者御勘定奉行、浦
賀奉行可被承合候。
・
通
航
一
覧
巻
八
、
マ
ム
Ｂ
・
（完）入射）参照。
（兄）。（釘）参照。
・
文
政
四
年
六
月
五
日
、
川
越
藩
士
松
野
伝
十
郎
が
水
野
出
羽
守
御
用
人
金
沢
八
郎
と
大
久
保
加
賀
守
御
用
人
松
本
三
郎
兵
衛
に
差
出
し
た
内願書。
私
儀
、
浦
賀
最
寄
江
異
国
船
渡
来
之
節
人
数
出
被
仰
付
、
右
一
一
付
先年御引替被下候武州之内壱万五千百石之処、相州之内一一
而
村
替
被
仰
付
候
段
、
被
仰
渡
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上
者
願
ケ
間
敷
義
申
上
候
茂
甚
以
奉
恐
入
候
得
共
、
最
初
内
願
申
上
候
通
り
之
領
分
形
合
故
、
先
年
養
父
大
和
守
内
願
之
上
御
引
替
相
成
候
村
を
之
義
ハ
其
儘
被
御
居
置
、
養
祖
父
大
和
守
代
御
引
替
相
成
候
村
ご
之
内
一
一
而
相
州
村
を
御
引
替
被
仰
付
被
下
候
様
仕
度
、
且
上
知
村
々
之
義
、
旧
領
之
義
一
一
茂
御
座
侯
間
、
直
御
預
所
被
仰
付
被
下
化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備
（
高
橋
）
候得者、第一夫役遣ひ方出来仕、右躰外護之御用蒙仰候
規模茂相立、然ル上者弥以出精仕、村柄迄茂取立候様可仕
之段内願申上候処、願之通先年養父大和守内願之上御引替
相成候村ご者其儘御居置被下、護祖父大和守代御引替相成
候村を之内一一而相州村々御引替被成下、難有仕合奉存候、
且上知村々之儀、御預所願之義ハ難被及御沙汰段、御書取
を
以
被
仰
渡
奉
長
侯
、
右
躰
村
を
御
引
替
之
義
、
願
通
被
仰
付
候上之義、猶又願ケ間敷再応申上候茂、重々奉恐入候得共、
右御用豪仰候一一付而者、幾重一一も厚手当仕置相勤申度奉
存
候
処
、
何
様
城
附
之
村
を
少
、
差
向
相
州
表
江
兼
而
御
届
申
上
置
候
通
之
人
数
差
出
候
上
、
迫
人
数
等
差
出
候
時
宜
一
天
至
り
侯
節
、
前一一申上候通城附村々無員一一召、夫役遣ひ方差支等出来可
仕
哉
も
難
計
、
心
痛
仕
候
、
且
又
先
年
松
平
肥
後
守
、
松
平
越
中
守
御
用
場
被
仰
付
候
節
、
両
家
領
分
持
場
最
寄
一
一
而
村
々
御
引
替
被
下
、
上
知
村
々
之
分
御
預
所
被
仰
付
候
由
、
領
内
之
者
及
承
、
今
度
領
分
上
知
村
々
之
分
も
旧
来
之
領
分
故
、
此
後
預
支
配
度
挙
而
相
願
候
趣
茂
相
聞
、
右
之
次
第
一
一
付
、
此
上
御
預
所
被
仰
付
被
下
侯
ママ
得者、領内一同人気気引一処、自励之為二も相成、夫役遣ひ
方
之
弁
理
茂
出
来
仕
、
万
端
都
合
宜
、
且
者
右
躰
御
用
蒙
仰
規
模
も
相
立
、
重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
、
申
上
候
茂
如
何
敷
御
座
候
得
共
、
外
御
預
所
江
者
、
口
米
・
永
被
下
候
由
、
左
様
之
義
一
一
も
候
得
者、右ロ米・永者請取不申上納仕、都而取扱之義者何連一一
茂御差図之通取計候様重立侯、家来共江申付此上弥出精仕、
村
柄
を
茂
取
立
候
様
可
仕
候
間
、
何
卒
上
知
村
戈
之
分
、
御
預
所
被
一五七
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（ｑ）。（兄）参照。預地を有する藩に与えられる口米・永・自分
支
配
の
権
利
を
放
棄
し
て
も
な
お
預
地
と
し
て
お
き
た
い
と
言
う
の
では、預地によって防備の負担が補なえるとは考えられな
い
し
、
か
く
ま
で
し
て
も
な
お
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
所
領
替
の
手
数
を
省くためと言う考えも成立しない。幕府に負担軽減のため
に預地とする意志があるならば、所領替の手数など考慮す
ることなく、又再三の内願などを経ずして預地とするはず
（印）。（釘×兄）参照。
・滋賀県史巻三、己・図の。
（兎）・法政史学第十一号所収「徳川幕府の預地について」
左
之
通
御
座
候
。
以
上
八
月
十
二
日
松
野
伝
十
即
御
預
所
内
願
之
趣
、
再
応
被
申
聞
候
得
共
難
被
及
御
沙
汰
侯
事
。
（犯）・千葉県君津郡誌、ご・①ま所収「伊勢桑名松平家譜」千葉
仰付被下候様仕度奉存候、再応申上候義、童を奉恐入侯
得共、何分一一茂御思慮被下、厚御評義被下候様仕度此段申
上
候
。
以
上
六
月
五
日
御
名
（”）・文政四年八月十二日の条・
『
従
江
戸
御
用
状
到
来
、
左
之
趣
申
来
之
。
水野出羽守殿〃御内席江御呼出一一付、参上之処、先達而御
差
出
被
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願
書
江
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被
成
御
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を
以
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被
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之
候
。
法
政
史
学
第
一
五
号
一五八
である。海防に伴う預地の成立不成立については、さらに
追求の必要があろうと思考する。
（千葉県市川市立中山小学校勤務）
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